
 

 

 

 

 

 

 

「『成長』するために」～2学期始業式 式辞より（抜粋）～ 

今日から１年で最も長い学期，２学期がスタートします。 
これまでもみなさんに話をしてきたように，学校は「みなさん

が『成長』するために」存在します。この「成長」するための大
切な要素として，「謙虚」：自分を偉いものと思わず，素直に他
に学ぶ気持ちで，自分自身の課題に「挑む」，挑み続けることが，
成長するためには必要だと，私は思っています。 
「謙虚に自分自身に挑む」・・・「強さ」や「弱さ」，「良い所」や「悪い所」，その

両方を合わせ持っている厄介な自分自身。そんな自分自身に挑む上でのアドバイスとして，
「生活 即 ○○」ということを送ります。この「○○」には，自分自身が大切にしたいこ
と，実現したいことを入れて，読んでもらえればと思います。例えば，野球部の人は，「生
活 即 野球」であり，吹奏楽部の人は，「生活 即 吹奏楽」，バレー部の人は，「生活 
即 バレー」となります。部活動を引退した３年生にとっては，「生活 即 進路」，「生
活 即 将来」，17代目「明神の舞」をリーダーとして創り上げる３年生にとっては，「生
活 即 明神の舞」となるかもしれません。思い起してみてください。野球やバレーなどの
試合のとき，自分自身やチームの仲間の力を最大限に発揮させようと思ったら，「状況判
断」や「集中力」などが必要になります。 
学校や家庭での普段の「生活」の中でも，周りの状況や，自分自身のおかれた状況を見

て，いま何をどうすべきかを考え，判断し，行動しなければならない場面は沢山あります。 
また，行動に移した時や移そうと思った時，「やるべきこと」に集中しなければならない
場面も沢山あります。「生活 即 ○○」とは，自分自身が大切にしたいこと，実現したい
ことを，真に，大切にしていくための考え方だと，私は思っています。また，自分が大切
したいものを，守り，実現していくためには，「いざ勝負」という時が必ず訪れます。普
段の当たり前の「生活」をいい加減にしていて，「いざ勝負」という時に力を出し切れる
ことはありません。メッキのように表面だけを美しく見せても，メッキはすぐに剥がれ落
ちます。 
だからこそ，普段の当たり前の「生活」で起こる全ての出来事を自分自身の成長のため

の材料と捉え，やるべきことを一つ一つ丁寧に取り組んでください。そして，内面から輝
きを発する自分自身となり，「いざ勝負」の時に，堂々と，そして，凛々しく望める世羅
西中の生徒であってもらいたいと強く思っています。 
３年生のみなさん。２学期のメインの行事となる「文化発表会」での，17代目「明神の

舞」の完成披露に向けた取組を軸に，３年生全員がリーダーシップを発揮し，君たちでな
いと創り出せない結果を必ず出してください。大いに期待しています！ 
２年生のみなさん。３年生の姿から学べる時間は，残りわずかです。リーダーのバトンを

受け取る準備を進めてください。バトンを受け取る「いざ」と
いう時に，慌てるようなことがないようにしてください。 
１年生のみなさん。３年生，２年生の姿からしっかりと学び，
世羅西中学校の生徒としての自覚を深めてください。そして，
君たちが３年生になった時，どんなリーダーの姿で，世羅西中
学校をどういう学校にしたいのかをしっかり考えてください。 
さあ，令和５年度２学期は，62名の世羅西中学校の生徒が，

お互いの成長を喜びあえる学期にしていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

８月４日の登校日では，平和学習を行いました。 

各学年，動画を活用した授業を行いました。「“ヒロシマ”の想いを世界の学校へ」と
いう願いから作成され 
た教材から，生徒一人 
一人が平和の大切さに 
ついて再認識するよい 

機会となりました。 

 

回 覧 令和５年９月６日  

学校だより（第６号）  

 

はばたき 

８月21日(月)～25日(金) 

世羅の歴史探究学習を行いました。「組曲 明神の舞」のルーツをたどるために，「吉祥
寺」や「照善坊」でお話しを聞いたり，絵本に描かれた「吉武峡（滝）」を見学したりし
ました。また本物の神楽を見ることができました。 

８月４日（金） 

３年  歴史探究学習  ８月 23日（水） 

広島県吹奏楽コンクールが，ふくやま芸術文化ホール（リーデンローズ）で開催されまし
た。参加した 14名の生徒は，つばき祭りなどでの発表の経験を十分に生かし，心が一つに
つながった素晴らしい演奏を届けることができました。文化発表会の演奏も期待してくだ
さい。 

広島県吹奏楽コンクール ８月４日（金）  優良賞 

４年ぶりに，せらゆめトライアル・ウイーク（職場体験学習）を実施しました。学校での学習が
社会でなぜ大切なのか，どのように役立つのか，実際に仕事をしていく上でどのように用いられる
のかを知ることができました。 お世話になった事業所の皆様，ご協力誠にありがとうございまし
た。 
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日 曜 ９月の行事予定 日 曜 １０月の行事予定 

1 金 始業式 登校指導 ＰＴＣ（２年）⑤⑥ 1 日 南部大会 

2 土   2 月  

3 日   3 火   

4 月   4 水 １年生グランドゴルフ 

5 火  5 木   

6 水   6 金 
中間テスト（２教科） スクールカウンセラー
相談日 

7 木   7 土   

8 金 
学校安全の日 スクールカウンセラー相談
日 

8 日 
  

9 土   9 月 〈スポーツの日〉 

10 日   10 火 
学校安全の日 登校指導 
中間テスト（３教科） 

11 月 身体測定（１年） 11 水 
登校指導 
文化発表会タウンセンター作品展示～11/8 

12 火 身体測定（２年） 12 木 登校指導 

13 水 校内研究授業【１年生】 13 金 登校指導 

14 木 
身体測定（３年） スクールカウンセラー相
談日 

14 土 郡中駅伝  せ小学習発表会 

15 金   15 日   

16 土   16 月   

17 日   17 火   

18 月 〈敬老の日〉 18 水 家族の日 

19 火 身体測定（予備日） 19 木 スクールカウンセラー相談日 

20 水 
家族の日 
授業参観日・校内環境整備（草刈り） 
ＰＴＣ（１年：５校時） 

20 金   

21 木 校内環境整備（草刈り：17：30～18：30） 21 土   

22 金 校内環境整備（草刈り：17：30～18：30） 22 日 *文化発表会  9:00～  

23 土 〈秋分の日〉 23 月 〈振替休業日 10月 22日〉 

24 日  24 火 視力検査（１年） 

25 月   25 水 研究授業【国語】（３年） 

26 火   26 木 生徒委員会 視力検査（２年） 

27 水 花いっぱいふれあい清掃活動 27 金 視力検査（３年） 

28 木 
花いっぱい予備日 スクールカウンセラー
相談日 

28 土   

29 金 
生徒委員会④ 英検 
第２回学びの変革推進協議会【3年生】 
世羅町スポーツ推進事業①②（１年） 

29 日 

 

30 土 南部大会（陸上，卓球，バレー，野球） 30 月   

      31 火   

 

中国国際センター（JICA中国）訪問学習は，国際社会への関心を深め，より広い視野でも

のごとを捉えようとする態度を身につけることを目的に行いました。 

世の中には，学校に行けない子どもたちや学校が近くにないこと，先生がいない，通う
お金がないなど，世界では困難な課題があることを改めて深く知りました。私たちは，学
校もあり，先生もいて下さっているし，家族のおかげで学校に行けているので，とても感
謝したいし，困っている人もいるということを頭に入れて過ごしていきます。 

世界の民族衣装を身に着けて… 

８月２５日（金） 

世界の問題について考えるワークショップを行いました 

JICA訪問を振り返って，日本とは，全く違う生活や文化なんだと改めて知りました。ま
た，助けが必要な国が思った以上にあることも知りました。特に学べて良かったことは，
子供が学校に行けない理由についてです。学校に行けないのは，お金がなかったり，主に
女の子に多いことで，親が学校に行くのを認めてくれないこと，先生がいない，下の子の
面倒を見たり働かないといけなくて，学校に行く時間がないなどです。それが負の連鎖に
なっていくということも学びました。 

貿易ゲームを通して，双方が理解し，さらに納得できる話し合いについて学びました。
原料がなく労働力もお金すらもらえないグループが力のあるグループに言いなりにされ
る。これも大きな問題があることを知りました。 

～生徒の感想より～ 

世界は日本やアメリカのように開発が進んでいる国ばかりではなく，アフリカやアジア
などに多くある開発途上国の方が世界には多くあるということを学びました。そのような
国の人たちはお金がなかったり仕事や家の手伝いをしなければいけなかったりと，様々な
要因が重なり合ったことで学校に行けない人も多いということを知りました。 


